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地域包括ケアを支える看看連携を円滑にする体制の構築に関する研究： 

  看看連携ガイドライン案の作成 

研究代表者 永田智子 慶應義塾大学看護医療学部教授 

 

A. 研究の目的 

地域の病院・施設・在宅ケア機関等を含む看

看連携体制の構築は、地域全体の看護の質向上

において重要と考える。本研究では、地域の医

療連携の中核を担う中核病院を中心とした看看

連携体制の構築について、先進事例のヒアリン

グ等を通して、方法論を検討し、全国で実施可

能な看看連携構築のガイドラインを作成するこ

とが本研究の目的である。 

 

B．今年度の研究の実施経過 

 2018年 6月に第1 回会議を実施し、以降2019

年 3 月までに計５回会議を実施した。その間、

2 回のワークショップを開催し、看看連携の体

制づくりについての意識啓発・情報共有をはか

るとともに、ガイドライン案に対する意見をア

ンケートにて収集した。その結果を踏まえ、改

訂版ガイドラインを作成した。 

 

C. 研究結果 

１）看看連携ワークショップの実施 

2017 年度に作成した看看連携に関するガイ

ドライン案を用いて、２回のワークショップ（以

下、WS）を開催した。 

 （１）ワークショップの対象者（参加者） 

 ガイドライン案は、地域の中核病院、地域包

括支援センター、訪問看護ステーションなどの、

地域の看護サービスを担う看護職の連携体制構

築の促進を意図して作成された。そのため、WS

内で行われるグループワーク（以下、GW）では、

同一地域・複数機関の看護職が、組織の枠組み

を越えて、自分たちの地域の看看連携について

検討できることが重要であると考えられた。そ

こで、本 WS では、同一地域の中核病院、地域

包括支援センター、訪問看護ステーションなど

の複数機関の看護職で構成される、個人単位で

なくグループ単位を対象とした参加募集を行う

こととした。 

第一回 WS（2018 年 11 月 8 日）は東京にて

開催し、申込者 58 名（13 グループ）、当日参加

者 56 名（参加率：96.5％）だった。第二回 WS

（2018 年 11 月 22 日）は名古屋にて開催し、申

込者 54 名（14 グループ）、当日参加者 53 名（参

加率：98.1％）だった。 

（２）ワークショップの内容（図１・２） 

まず、研究者が本ワークショップおよびガイ

ドライン案の趣旨の説明を行った。次いで、昨

年度ヒアリングを行った、看看連携について先

進的な取組みを行っている地域のうち 1 か所か

ら、病院および老人保健施設の看護師をゲスト

スピーカーとして招き、病院を中心とした看看

連携体制構築についての具体的なプロセス及び

内容と、看看連携による施設看護の改善の取り

組みについて、報告がなされた。その後、質疑

応答を経て、ガイドライン案についてより詳細

な説明を行い、それを受けて、参加者による GW

を実施した。午前中の GW では、参加者を別地

域・複数機関で構成される 9 つのグループにな

るようとなるよう編成を行った。そして、お互

いの地域での看看連携の現状などについて情報

交換を行うとともに、各地域の看看連携の課題

について検討を行った。 

3



  

午後の部では、昨年度ヒアリング対象となっ

た別地域から発表していただいた（東京会場 2

地域、名古屋会場 1 地域）。午前とは異なるプロ

セスでの看看連携の構築と展開について発表を

聞いたのち、質疑応答を経て、午後の GW を行

った。こちらは、申込時の同一地域・複数機関

で構成されるグループにて、自分たちの地域の

現状や看看連携に関する課題、明日から実際に

取り組める具体的な看看連携の方策について、

検討を行った。 

なお、午前・午後の部いずれも、研究者が 1 名

ずつ各グループへファシリテーターとして参加

した。また、各グループの GW 内容は参加者に

よりライティングシートへ記載され、グループ

発表を通して全体へ共有された。 

（３）ワークショップに関するアンケート 

WS 参加者へは、①WS の内容に関するアンケ

ート、②看看連携に関するガイドライン案の内

容に関するアンケート（いずれも無記名）を配

布し、回答を求めた。①、②のアンケートの集

計結果について、それぞれ以下に示す。 

①WS の内容に関するアンケート（表１） 

 WS の内容に関するアンケートでは、①参加

者の所属、②ガイドライン説明への評価、③事

例発表への評価、④グループワークへの評価に

ついて記載を依頼した。東京・名古屋での WS

参加者 109 名に配布し、WS 会場にて 101 名か

ら回収した（回収率：92.6％）。 

東京・名古屋会場ともに、参加者の所属とし

て最も多かったのは病院で（それぞれ 40.0％、

34.8％）、行政機関からの参加者が最も少なかっ

た（それぞれ 9.1％、13.0％）。両会場とも、午

前・午後に実施したグループワークへの評価が

高く（いずれも「ためになった」が 80％以上）、

先進的な取り組みに関する事例発表への評価も、

東京会場で 80％以上、名古屋会場でも約 70％

の参加者が「とてもわかりやすい／わかりやす

い」と評価していた。 

②看看連携に関するガイドライン案の内容

に関するアンケート（表２） 

 アンケートでは、ガイドラインの内容に沿っ

て、項目ごとの評価を依頼した。東京・名古屋

での WS 参加者 109 名に配布し、後日郵送にて

44 名から返送を受けた（返送率：40.4％）。 

東京会場・名古屋会場の参加者いずれも、「②

Aging in place を実現するための看看連携（の意

義）」について、わかりやすく（それぞれ 72.7％、

81.8％）ためになる（いずれも 86.4％）と回答

した。一方で、「⑤参考資料②（看看連携を実践

するための政策ツール）」へのわかりやすさ（そ

れぞれ 36.4％、50.0％）や、有用さ（それぞれ

45.5％、59.1％）に関する評価は比較的低い傾向

にあった。また、本ガイドラインを、自身の実

践に活かせると思うと回答した者は、東京会場

で 68.2％、名古屋会場で 72.2％だった。 

 自由回答では、「患者の視点が不足している

（看看連携によるメリット等）」「地域の看護職

の視点が不足している」「看看連携の定義が明確

でない、重要性が伝わりにくい」「リーダーシッ

プとは何を指すか明確ではない」「ヒアリング対

象 6 か所のまとめが参照しにくい」などの意見

があった。 

２）看看連携ガイドラインの改定 

 アンケートの結果から、ガイドライン案のわ

かりやすさ、有用さについては一定の評価が得

られたものの、ワークショップでの話し合い内

容や自由記述等から修正すべき点が明らかにな

った。委員間での討議を踏まえてガイドライン

案を修正し、タイトルも「病院看護管理者のた

めの看看連携体制の構築に向けた手引き―地域

包括ケアを実現するために―」とした。 

 最終版の手引きを本報告書 10 ページ～47 ペ

ージに添付する。 

 

D．考察 

 看看連携体制構築における成功例と考えられ
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る事例のヒアリングの結果をもとに、ガイドラ

イン案を作成し、WS でわかりやすさや有用さ

等に関するアンケートを行った。質問への回答

に加え、自由記述において具体的な修正箇所が

明らかになったため、それをもとに大幅に改定

を行った。これにより、看看連携体制構築にお

いて一定の有用性のある手引きを作成すること

ができたと考える。 

 

E．結論 

 看看連携体制の構築に関するガイドライン案

を各地でのヒアリングと委員の討議に基づいて

作成し、WS での評価に基づいた改訂を行って、

「病院管理者のための看看連携体制の構築に向

けた手引き―地域包括ケアを実現するために」

を作成した。 

 

F．健康危険情報 

なし 

 

G．研究発表 

なし 

 

H．知的財産権の出願・登録 

なし 
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図１．WS プログラム（東京会場） 
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図２．WS プログラム（名古屋会場） 
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(n=101)

①参加者の所属

病院 22 (40.0) 16 (34.8)

　　地域包括支援センター 13 (23.6) 7 (15.2)

　　訪問看護ステーション 7 (12.7) 9 (19.6)

　　行政 5 (9.1) 6 (13.0)

　　その他 3 (5.5) 4 (8.7)

②ガイドラインの説明に関して

とてもわかりやすい/わかりやすい 35 (63.6) 27 (58.7)

　　ふつう 18 (32.7) 19 (41.3)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (1.8) 0 (0.0)

③事例発表に関して

【事例発表①】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 48 (87.3) 35 (76.1)

　　ふつう 5 (9.1) 11 (23.9)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (3.6) 0 (0.0)

　【事例発表②】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 46 (83.6) 32 (69.6)

　　ふつう 7 (12.7) 14 (30.4)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (3.6) 0 (0.0)

　【事例発表③】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 45 (81.8)

　　ふつう 6 (10.9)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (3.6)

④グループワークに関して（午前）

【議論の内容】

　　ためになった 46 (83.6) 38 (82.6)

　　どちらともいえない 2 (3.6) 5 (10.9)

　　あまりためにならなかった 0 (0.0) 1 (2.2)

　グループワークに関して（午後）

　　ためになった 49 (89.1) 41 (89.1)

　　どちらともいえない 2 (3.6) 5 (10.9)

　　あまりためにならなかった 0 (0.0) 0 (0.0)

名古屋会場 (n=46)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

表１．WSの内容に関するアンケート 集計結果

備考．欠損値は分析から除外されている.

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

東京会場 (n=55)
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①「本ガイドラインの趣旨」に関して
　「看看連携構築のプロセス（取り組み

　 の実施）」に関して
⑤「参考資料①」に関して

【わかりやすさ】 　【わかりやすさ】 【わかりやすさ】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 12 (54.5) 17 (77.3) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 15 (68.2) 17 (77.3) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 13 (59.1) 13 (59.1)

　　ふつう 9 (40.9) 4 (18.2) 　　ふつう 6 (27.3) 5 (22.7) 　　ふつう 7 (31.8) 8 (36.4)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (4.5) 1 (4.5) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (4.5) 0 (0.0) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (9.1) 1 (4.5)

　【ためになるか】 　【ためになるか】 　【ためになるか】

　　とてもためになる/ためになる 15 (68.2) 17 (77.3) 　　とてもためになる/ためになる 17 (77.3) 18 (81.8) 　　とてもためになる/ためになる 16 (72.7) 14 (63.6)

　　ふつう 5 (22.7) 4 (18.2) 　　ふつう 3 (13.6) 3 (13.6) 　　ふつう 4 (18.2) 7 (31.8)

　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0) 　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0) 　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0)

②「Aging in placeを実現するための

看看連携」に関して

　「看看連携構築のプロセス（体制の維

　 持・拡大）」に関して
　「参考資料②」に関して

【わかりやすさ】 　【わかりやすさ】 　【わかりやすさ】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 16 (72.7) 18 (81.8) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 14 (63.6) 15 (68.2) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 8 (36.4) 11 (50.0)

　　ふつう 4 (18.2) 3 (13.6) 　　ふつう 7 (31.8) 6 (27.3) 　　ふつう 9 (40.9) 10 (45.5)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (9.1) 1 (4.5) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (4.5) 1 (4.5) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 5 (22.7) 1 (4.5)

　【ためになるか】 　【ためになるか】 　【ためになるか】

　　とてもためになる/ためになる 19 (86.4) 19 (86.4) 　　とてもためになる/ためになる 13 (59.1) 16 (72.7) 　　とてもためになる/ためになる 10 (45.5) 13 (59.1)

　　ふつう 1 (4.5) 2 (9.1) 　　ふつう 7 (31.8) 4 (18.2) 　　ふつう 8 (36.4) 7 (31.8)

　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0) 　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 1 (4.5) 　　ためにならない/全くためにならない 1 (4.5) 1 (4.5)

③「看看連携構築のプロセス（必要性の

認識）」に関して

　「看看連携構築のプロセス（体制の

　 評価）」に関して

⑥自身の実践にガイドラインを活かせる

と思うか

【わかりやすさ】 　【わかりやすさ】 　　活かせると思う 15 (68.2) 16 (72.7)

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 14 (63.6) 20 (90.9) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 15 (68.2) 15 (68.2) 　　活かせるかどうかわからない 7 (31.8) 5 (22.7)

　　ふつう 6 (27.3) 1 (4.5) 　　ふつう 4 (18.2) 5 (22.7) 　　活かすのは難しい 0 (0.0) 0 (0.0)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 2 (9.1) 1 (4.5) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 3 (13.6) 2 (9.1)

　【ためになるか】 　【ためになるか】

　　とてもためになる/ためになる 17 (77.3) 18 (81.8) 　　とてもためになる/ためになる 16 (72.7) 16 (72.7)

　　ふつう 3 (13.6) 3 (13.6) 　　ふつう 3 (13.6) 4 (18.2)

　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0) 　　ためにならない/全くためにならない 1 (4.5) 1 (4.5)

　「看看連携構築のプロセス（体制構築

　 への働きかけ）」に関して
④「まとめ」に関して

　【わかりやすさ】 【わかりやすさ】

　　とてもわかりやすい/わかりやすい 16 (72.7) 20 (90.9) 　　とてもわかりやすい/わかりやすい 14 (63.6) 13 (59.1)

　　ふつう 5 (22.7) 2 (9.1) 　　ふつう 6 (27.3) 9 (40.9)

　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (4.5) 0 (0.0) 　　わかりにくい/とてもわかりにくい 1 (4.5) 0 (0.0)

　【ためになるか】 　【ためになるか】

　　とてもためになる/ためになる 17 (77.3) 19 (86.4) 　　とてもためになる/ためになる 13 (59.1) 13 (59.1)

　　ふつう 3 (13.6) 2 (9.1) 　　ふつう 6 (27.3) 7 (31.8)

　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 0 (0.0) 　　ためにならない/全くためにならない 0 (0.0) 1 (4.5)

名古屋会場 (n=22)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

(n=44)表２．看看連携に関するガイドライン案の内容に関するアンケート集計結果

東京会場 (n=22) 名古屋会場 (n=22)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

東京会場 (n=22)東京会場 (n=22) 名古屋会場 (n=22)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

平均値（標準偏差）

 or  n(%)

備考．欠損値は分析から除外されている.

9



 
 

 

 
    

    

29
 

 

 

H
29

-
01

7
 

 
 

2 

  
 

10



1 

 

 
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

3 

1.
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
 

2.
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

 

3.
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

5 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 8
 

Ag
in

g 
in

 p
la

ce
 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 1

0 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 1

2 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 1

4 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
15

 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 1
7 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 1
8 

ST
EP

1
 ..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
18

 

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

18
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
19

 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
20

 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 2

0 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 2
1 

ST
EP

2
 ..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
23

 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 2
3 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 2
4 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 2
5 

ST
EP

3
 ...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 2
6 

 ..
...

...
...

. 2
6 

2 

 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.. 
27

 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 2
8 

ST
EP

4
 ..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

. 3
3 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 3

3 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

34
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

34
 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
6 

ST
EP

5
 ...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

38
 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 3
8 

 ...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

38
 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

41
 

6
 ..

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
. 4

2 

1
1

 ...
 4

3 

2
2

 ...
 4

8 

3
3

 5
2 

4
 ..

 5
6 

5
 ...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

 6
0 

 ..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
 6

4 

2
 ...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.. 

69
 

11



3 

 1.
 

 

2.
 

 

3.
 

 

4 

 

12



5 

 

 

            

6 

            

13



7 

             
  

8 

 

 

A
gi

ng
 in

 p
la

ce

 

 

14



9 

 

  

 

    

9
10

 

 

Ag
in

g 
in

 p
la

ce
 

 

ag
in

g 
in

 p
la

ce

 

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/fi
le

/0
6-

Se
is

ak
uj

ou
ho

u-
10

80
00

00
-I

se
ik

yo
ku

/0
00

01
51

00
9.

pd
f 

15



11
 

 

 

         

 

ag
in

g 
in

 p
la

ce

12
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ht
tp

s:
//w

w
w

.m
hl

w
.g

o.
jp

/fi
le

/0
5-

Sh
in

gi
ka

i-1
08

01
00

0-
Is

ei
ky

ok
u-

So
um

uk
a/

00
00

18
38

22
.p

df
 

16



13
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

14
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

    

14

17



15
 

          

 

 

  

 

24
  

24
 

 

 

 

  

 

16
 

 

 

 

 

 

 

 

                     

18



17
 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Ad
va

nc
ed

 C
ar

e 
Pl

an
ni

ng
, A

C
P

 

 

 
 

18
 

 

 5
ST

EP

ST
EP

 

ST
E

P1
 

ST
E

P2
 

ST
E

P3
 

ST
E

P4
 

ST
E

P5
 

          ST
EP

1
 

 

2-
3

19



19
 

 

  

 

 

 

 

 

20
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20



21
 

 

 

 

 

 

 

 

22
 

 

  

 

       

21



23
 

 ST
EP

2
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 
 

 
 

24
 

 

 

M
SW

 

4

 

1.
 

 

2.
 

 

3.
 

 

4.
 

 

 

 

 

22



25
 

 

 

 

           
 

26
 

 ST
EP

3
 

 

 

23



27
 

 

 

 

   

28
 

 

  

 

24



29
 

 

30
 

 

25



31
 

 

32
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

26



33
 

 ST
EP

4
 

 

 

 

 

  
 

34
 

  

 

 

 

 

 

 

 

27



35
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36
 

 

 

 

 

 

 

 

28



37
 

 

 

                

38
 

 ST
EP

5
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

 

D
on

ab
ed

ia
n,

 A
., 

“E
va

lu
at

in
g 

th
e 

Q
ua

lit
y 

of
 M

ed
ic

al
 C

ar
e.

” M
ilb

an
k 

M
em

or
ia

l F
un

d 
Q

ua
rt

er
ly

 4
4

(1
96

6)
 

29



39
 

 

 

 

 

 

 

40
 

 

 

 

 

 

 
 

30



41
 

 

 

 

 

20
17

A
gi

ng
 in

 P
la

ce

 

 

42
 

 

6
 

31



43
 

 

1
1

 

 

 

 

 1
 

86
,0

20

33

3

2
12

10 2

1

2

10

1

3
8

11 9
20

16
 

 2
 

 
ST

EP
1

 

1
 

15
0

H
21

H
22

 

2)
 

 

44
 

 

 

  
SST

EP
2

 

1)
 

 

H
23

24

 

1

 

 2)
 

 

(1
) 

 

 

 

32



45
 

 

 

22

 

((2
) 

 

H
22

8

 

 

 
ST

EP
3-

4
 

1)
 

 

(1
) 

 

H
22

23

 

(
)

 

(2
) 

 

 

 

 

 

46
 

 22)
 

 

(1
) 

 

2
H

24

2
1

3
1

29

3

2

40

2
  

(2
) 

 

 

7

 

 

3
 

3

33



47
 

 

3

SW

 

 

 

44
 

(1
) 

 

 

(2
) 

 

2

AD
L

 

(3
) 

 

10

 

 5
 

3

20
17

7
 

48
 

 

2
2

 
 

1)
 

2)
 

 

3)
 

 

 

 1
 

21
2,

05
4

31
.8

20
16

15

15
3

80
 

 2
 

 
ST

EP
1

 

1)
 

 

32
0

6

 

12

 

 2)
 

 

 

  

 

34



49
 

 

 
SST

EP
2

 

1)
 

 

 

2

 

 2)
 

 

 

D
PC

 

 

 

24
 

3

 

 

 
ST

EP
3-

5
 

1)
 25

-2
7

28
 

(1
)

 

 

 

 

(2
)

 

(
)

 

50
 

 

 
 

 
M

SW
 

1
4

1

 

20

1
5

6

 

50
0

 

3
23

12
21

 

H
P

 

3
4

26
3

 

PR

1
 

27

28
 

 

35



51
 

  2 2)
 

 

(1
)

 

 

(2
)

 

 

28

 

23
0

29
4

1

 

 

1

 

 

20
17

8
 

 

 
 

52
 

 

3
3

 
 

 

 

 1
 1,

16
8.

54
km

35
1,

63
9

13
5,

74
2

30
.8

14
29

10
1

 

3

 

 2
 

 
ST

EP
1

 

1
 

25
1

3
 

2)
 

 

27

2

36



53
 

 

 

26
N

N

N
N

 

 

  
ST

EP
2

 

1)
 

 

15

3

 

 

2
 

27

28

 

 3)
 

 

27
11

30
28

1
 

 4)
 

 

1
 

 

 
ST

EP
3-

5
 

1)
 

 

(1
) 

 

 

54
 

 

ST

 

27
28

30
 

27
28

29
30

20
0

 

 

((2
) 

 

 

27
14

11
7

28
85

27

9

 

28
 

29
67

11
3

5

30
 

(3
) 

 

ST

 

 2)
 

 

50

 

27
10

0
28

11
5

29
11

7
 

  
28

53
 

29
68

 

37



55
 

  3 3)
 

 

2
 

 

 1)
 

 

 

 2
 

 

 

 

 

20
25

 

 

20
17

8
 

 
 

56
 

 

4
 

  

 1
 

4
3,

00
0

31
.2

3

15
 

33
.9

33

3
5

 

 2
ST

EP
1

ST
EP

2

ST
EP

3-
4

 

1)
 

 

20
15

 

38



57
 

 

 
 22)

 
 

20
16

10

 
 3)

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58
 

 44)
 

 

 

10

20
17

4
 

 

 5)
 

 

3

20
16

20
17

M
SW

 

(
)

39



59
 

 

 

2

 

 

 33
 20

18
 

 

60
 

 

5
 

 

 

 

 1
 

46

24
.6

H
29

 

 

 2
 

 
ST

EP
1

 

1
 

SW
SW

 

40



61
 

 22
 

24

 

  
ST

EP
2

 

1)
 

 

 

19

10
0

 

20
SW

 

22
23

2
/

4
/

1
/  

3
29

1
 

  2
) 

 

10

1

62
 

 

 

 

 
SST

EP
3-

4
 

1)
 

 

(1
) P

at
ie

nt
 F

lo
w

 M
an

ag
em

en
t

PF
M

 

10
Pa

tie
nt

 F
lo

w
 M

an
ag

em
en

t 
PF

M

PF
M

 

PF
M

PF
M

 

(2
) 

 

SW

4
29

21

 

(3
) 

 

 

 

41



63
 

 

 

 

 22
 

 

(1
) 

 

 

 

 

(2
) 

 

 

 3
 

20
18

1
 

64
 

 

 

 

 

 

  1
 

10
00

30
0

1

4.
5

 

 2
 

 
ST

EP
1

 

1
 

AD
L

 

11

 

2
 

 

42



65
 

  

 
S ST

EP
2

 

1)
 

 

6

18

26

20
16

66
5

 

 

 
ST

EP
3-

4
 

 

1)
 

 

22
23

2

 

5

10

 

1

 

 

66
 

  2 2)
 

 

 

(1
) 

1
 

B
50

0
1

B
A

1
1

6
7

 

 

1
1

A
B

A
B

4
5

 

 (2
) 

2
 

C

24
D

 

26
7

D

43



67
 

 

24

3

 

3

9

C

 

 ((3
) 

 

 

1.
 

 

2.
 

 

 

68
 

 3.
 

 

 

 

 33)
 

 

 

20
18

2
 

            
 

44



69
 

 

2
 

 
 

 
 

 
 

 
  

  

05
10

3
30

5
10

 
 

 

11
5

45
2

4
  

H
P

 
ht

tp
s:

//w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/

st
f/s

ei
sa

ku
ni

ts
ui

te
/b

un
y

a/
00

00
06

07
13

.h
tm

l 

 
  

 
 

30
3

5
 

 
40

0
 

 
58

0
 

15
00

 
 

 
 

 
 

 

05
10

3
30

5
10

 

11
5

 
45

2
6

 
 

 

H
P

 
ht

tp
://

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/f

ile
/0

6-
Se

is
ak

uj
ou

ho
u-

12
30

00
00

-
R

ou
ke

nk
yo

ku
/z

ir
ei

1_
1.

p
df

 

 
 

 

03
31

5
29

3
31

 

28

H
P

 
ht

tp
://

w
w

w
.m

hl
w

.g
o.

jp
/s

tf/
se

is
ak

un
its

ui
te

/b
un

ya
/0

00
01

23
79

2.
ht

m
l 

 
       

 
 

70
 

 

 

 

 

18
6

9
 

29
6

28
 

 
 

 
 

(
) 

 

 

(
) 

 

 

(
) 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

45



71
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

(
) 

 

 (
)

 

 (
)  

 (
)

 

 
(

)
 

 
 

 
(

)

 

 (
)

 

 
 

72
 

 

 

 
40

0
 

 

 

 
30

0
 

 

2,
00

0
 

 

 

 
(

)
 

 

 
58

0
 

 
 

 
 

 
 

 
 

20
 

 
 

 
 

46



73
 

              

29
 

 

 

 

O
ffi

ce
 

 

 

 

 

  

  20
19

3
 

47


	総括・分担表紙目次.pdf
	総括報告書0624.pdf
	総括報告書（代表のみ）0624.pdf
	修正ガイドライン全体_20190609_2枚組.pdf
	★厚生労働行政推進調査事業研究報告書_看護協会分担報告書用.pdf
	研究要旨
	A．研究目的
	B．研究方法
	C．結果
	D．考察
	E．結論
	F．健康危険情報
	G．研究発表
	H．知的財産権の出願・登録状況
	資料：看護実践能力向上の観点からみた特定行為研修（詳細）





